








小児気管支喘息は,家塵などの吸入性抗原が主要な原因抗原であり,特異 IgE 抗体を介した

即時型アレルギー反応によって発症することが知られている。しかし,真菌抗原の一部及び

食事性抗原の中には,IgG 抗体を介した遅発型アレルギー反応にて喘息を誘発したり難治

化を促すことが知られて来た。従って喘息児の病態を理解し日常生活の指導をするために

は,特異 1gE抗体のみではなく特異 IgG抗体の測定も重要であると思われる。現在特異 IgG

の測定には Protein-A 法と RAST 法が用いられているが,IgE の場合と異なりヒト血清中に

は非特異 IgG が多量に存在するため信頼性に乏しく広く臨床に応用される段階に到ってい

ない。細胞融合法は特定の抗原に対する親和性の均一な抗体を作製することを可能にし,

融合法により得られたモノクローナル抗体は極めて特異性が高く,しかも多量に得られる

ため二次抗体として用いることにより現在の RAST 法の欠点を解決し得るものと考えられ

る。我々はヒト IgG に対するモノクローナル抗体を作製し,その結果については昨年度の本

研究班の報告書に記している。その後臨床応用への一歩として,特異 IgGRAST 法への応用を

試みて来たので報告する。 


